
1． 事業報告 

「ふくい知財フォーラム勉強会」を開催しました。 

 平成 31 年 2 月 15 日（金）13 時から 14 時 30

分にかけて、本学産学官連携本部 3Ｆ研修室にて

『ふくい知財フォーラム勉強会』を開催いたしま

した。 

 本勉強会では「特許資料はビジネス情報 ＝特許

公報の読み方、知財マップの活用＝」をテーマと

し、新たな価値を生み出すイノベーションの創出

を牽引すべく、福井県内大学や試験研究機関、産

業界の知財を軸とした人的ネットワークの構築を

目指しています。 

 当日の勉強会では、福井大学産学官連携本部に

て発明発掘から技術移転までを担当する樋口人志

弁理士（産学官連携本部 特命教授）が、特許公報

等の種類やポイントを掴むコツや、公報等の簡単

な検索・入手方法を紹介し、入手した特許情報を

加工した特許マップと合わせて見せながら、その

活用方法が伝えられました。また、グループディ

スカッションでは、名刺交換も交え、 活発な意見

交換が行われていました。 

 

（樋口人志 弁理士による説明の様子） 

 

学内外から 34名の出席があり、「パテントマッ

プがどういうものか理解できた」、「解析方法等の

情報を知れて良かった」、「他の企業の方との交流

もでき良かった」などの声をいただき、特許公開

情報に係る理解の向上や交流が図ることができま

した。 

 

（勉強会の様子） 

 

2． 事業報告 

第 19 回「福井大学とのトップ懇談会」を開催しま

した。 

 平成31年3月13日（水）16時00分から17時

45分に、国際交流会館3Ｆ特別会議室にて『第 19

回福井大学とのトップ懇談会』を開催いたしまし

た。 

 本懇談会は、福井大学産学官連携本部協力会企

業のトップの方々と、本学学長や理事をはじめ、

各部を担当する教員が集い、福井県を中心とする

産業の活性化と福井大学における今後の産学官連

携についての意見交換を目的としています。 

当日は、企業、大学、自治体関係者を合わせ、

95 名のご参加をいただきました。 

産学官連携本部協力会会長（日華化学株式会社）

江守康昌氏および本学眞弓光文学長による開会の

挨拶と、福井県知事西川一誠氏からの来賓挨拶の

のち、全体会議では、産学官連携本部長 米沢 晋 

教授より、「地域イノベーション活動のＮＥＸＴス

テップ－『想い』を共有できる産学官金連携活動

への取組み－」と題して、人材育成、地域ニーズ
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に基づく連携活動、大学の存在意義とのバランス、

イノベーション対話の推進といった4つの視点を

踏まえつつ、今後の体制、連携活動の新たな切口

の提案、また活動実践報告などについて説明され

ました。 

その後、パネルディスカッション形式にて、株

式会社田中化学研究所 最高顧問の田中 保 氏、株

式会社松浦機械製作所 代表取締役社長の松浦 勝

俊氏、福井県産業労働部 部長の安倍 暢宏氏、本

学の眞弓 光文 学長および上田 孝典 副学長（次

期学長）の5名にパネラーとしてご登壇いただき、

産学官連携本部協力会 江守 康昌 会長の司会進

行のもと、ディスカッションが進められました。 

ディスカッションでは、産学官連携活動を行っ

ていくにあたり、企業側や大学側からみた各々要

望やニーズとシーズをマッチングするための課題

とその解決策、またマッチングの成功事例、共同

研究の受け入れ態勢、海外展開を踏まえた人材育

成への期待などの意見交換が活発に行われました。 

参加者からは、専門職業大学院の活動内容と今

後の発展の可能性や、医学部との共同研究のきっ

かけおよびその成果などに関する質疑応答が行わ

れました。 

最後に、本学上田孝典副学長（次期学長）より、

閉会の挨拶が行われました。 

本懇談会では、産学官連携活動での課題を共有

でき、今後の在り方を考えるための重要な場とな

りました。 

 

（産学官連携本部長 米沢 晋 教授の説明の様子） 

 

3． 活動報告 

 日本酒「福の愉」が販売されました。 

昨年の日本酒プロジェクトに引き続き、2019年

3月10日（日）に、日本酒「福の愉」が福井県内

の店舗にて販売開始されました。 

本プロジェクトでは、地（知）の拠点大学によ

る地方創生推進事業（COC+事業）による福井大学

ふくいブランド創出分野として、吉田酒造有限会

社にご協力いただき、学生中心に製品プロデュー

スや販売に関する実践活動を行っています。 

本年度は、売り方の工夫の一環として、工学部

１年生の学生を中心に、吉田酒造社にて日本酒が

作り出される工程に関する視察と、吉田由香里社

長へのヒアリングを経て、新たなラベルをデザイ

ンした外、説明カードの作成を行いました。 

完成したデザインに関して、吉田社長からは

「コンセプトを伺うまでもなく思いが伝わってき

ます」「すいせんの様な良い香りがお酒からしてく

るような感じもいたします」といったコメントを

いただきました。 

 

（平成 31 年 3月10 日販売の日本酒「福の愉」） 

 

（平成31年3月27日付） 


